特別養護老人ホーム光明荘
１．事業の執行概要
今年度は安定したサービスの提供ができるように第三者評価を受審したのち、ＩＳＯ９００１取得に向けて光明荘全事業で取り組む準備を開始しました。また、光明荘職員１００％が認知症サポーター養成講座を受講し、オレンジリングを取得しました。和泉市における「高齢者にやさしい事業所」(組織の長と職員の一割以上がオレンジリングを取得し、認知症に対して理解ある対応ができる事業所)の登録を行い、地域の認知症サポーター養成講座や地域ボランティアの介護講座にも協力しました。特養においては口腔ケアの充実を図るため、歯科医師の協力を得て、職員の口腔ケアのスキルアップに努めるとともに誤嚥性肺炎を防ぐために嚥下指導の医師の導入を行い、個別の嚥下機能の把握とポジショニングの適性に取り組みました。また家族交流会を３回開催し、より一層光明荘を知っていただくための取り組みを行い、多くの参加をいただき、職員と顔の見える関係をさらに深めました。
２．平成２６年度ステップアップ事業

（１）オムツなんかしたくない[オムツはずし]
　　　　今年度も対象者を絞り込み、外部講師による勉強会の実施、24Ｈ排尿チャートの実施・分析し、パンツの素材や形態を見直し、継続して日中のオムツ外しに取り組みました。常時オムツ使用の方に対する排尿環境を整えるまでには至りませんでした。
（２）ＩＳＯ９００１の認証取得する
　　　　平成２７年度認証取得に向けて、品質マニュアルの作成、品質目標作成に取り組み　ます。
（３）オレンジの「輪」[全職員オレンジリングの取得]
　　　　現在オレンジリングの取得者(認知症サポーター養成講座受講者)は、職員の１００％が取得しています。地域で認知症の方々、介護者の方々を支える活動として広まってきている認知症カフェも「３丁目のカフェ」とし、１１月から開催していますが、来年度は和泉市の認知症カフェ「オレンジカフェ」になります。また、キャラバンメイト(認知症サポーター養成講座講師)として和泉市内のサポーター養成講座へも積極的に協力しました。
３．施設の管理

　（１）建物・設備等の管理について

　　①建物・設備のメンテナンス（修繕など）
　　　　改修後２年に立ち、定期検査を実施し、修繕必要箇所については修繕をし、未改修部分の不備な個所についても修繕を行いました。
　　　　車いすについては、個々の形態に合わせたものを試乗し、適切な購入へつなげていきました。また、無圧マット、エアーマットの購入も順次おこないました。
②建物の衛生管理　
職員の休憩室の環境整備を継続的に行っています。書類の廃棄についても計画的に　行い、環境美化に努めました。
（２）事業管理について

①経営
　　今年度は経営会議において、収支の状況把握とともに各部署の課題発表を月ごとに行い、次月までに各リーダーより案を得て、解決していくという会議を行ってきました。課題分析し、発表するための準備をおこなうなど、人材育成の場としても有意義なものとなりました。

　　
　
（３）労務管理について

①職員の勤務時間管理（所定外労働の抑制）
　　６月から１１月にかけてタイムカード打刻忘れ撲滅キャンペーンを行い、各部署での優秀者を表彰しました。
　　また、「ノー残業デイ」の意識を高めるために、水曜日の夕刻に音楽を全館に流し、定着に努めました。
　②職員の健康管理

定期健康診断受診後の２次検査についても確認を行なうなど、健康管理に努めてきました。採用前健診においても健康指導のある職員には事前対応を行うことができました。
４．事業・サービスの推進
（１）特別養護老人ホーム
　①相談
本年度は、入所待ちの空床利用を積極的に行い、権利擁護、病院との連携など安心して入所して頂く環境づくりに努めました。ターミナルケアにおいても、家族交流会にて、看取り室の見学会を実施する等、ご家族の理解を深め、看取りの実績を増やしました。ボランティアの受け入れにおいても、コーディネイト技術を身に付ける為、職員を研修等に参加させ、スキルアップを図りました。
②介護・生活支援

　　　各グループの利用者の特色に合わせ、特色あるイベントの企画開催や雰囲気作りなどに取り組みました。また、個別性を重視し、２４時間シートの充実を図り、ご利用者の生活支援の安定につなげました。オムツはずしを行うことで、歩行器歩行が可能となったご利用者の居室環境や日常生活の見直しも行いました。また、全職員のチームワークで重度褥瘡になられて退院された方の治療に全職員が取り組み、短期間で軽度へと向かうことができました。看取りケアを４事例実施できました。すべてのご家族より「ご本人らしく終焉された」と感謝していただきました。今後は「偲びのカンファレンス」を実施し、振り返りを行います。
③栄養
　　　グループごとの希望に合わせて、実演も含めたイベント食を計画してグループランチを実施し、ご利用者同士やご利用者と職員などとの交流を持つことが出来ました。安全な食事提供について、引き続きソフト食の提供について取り組みを行い、安定して提供できるようになっています。硬さだけでなく、色彩や盛り付け等の見た目からも満足頂けるようにしました
④機能訓練
　　　特養・短期共に個々に合わせたプログラムを提供出来ました。また、安全を第一に考えた上で、可能な限りその人の能力を生活に生かせるよう、他部署と積極的に連携をはかりました。業務内でのトイレや入浴動作を含む実技指導は随時行い、事故防止に努めました。また、専門医による嚥下指導導入に伴い誤嚥のリスクを少しでも減少させる為、指示内容を確実に遂行出来るよう他部署との連携を強化しました。
（２）短期入所生活介護
　　　特養の入院者の状況に合わせて柔軟に空床を利用することで、安定した稼働率を維持する事ができました。また、行事の開催やレクリエーションを充実させることで顧客満足度を高め、定期的な利用に繋げることが出来ました。ただ、曜日による利用者数の格差は是正しきれなかった部分が課題として残りました。

（３）訪問介護事業（居宅介護、重度訪問介護含む）
　①全員参加型の研修体制の実施について
　　　研修の企画・準備から実施まで訪問介護員が３～４名のグループで行い、チームワークを育みながらより実態に即したロールプレイ形式の研修を毎月行うことが出来ました。
　②喀痰吸引の不特定利用者への実施について
　　　今年度初めて不特定の利用者に対応できる研修を修了し、今後高まるニーズに対応できるよう努めました。
（４）通所介護事業
　①個別プログラムの充実について
　　　個別機能訓練Ⅰについては、利用者に合わせたプログラムを行い内容の充実を図ることができました。しかしながら個別機能訓練Ⅱについては、プログラム内容等さらに精査する必要性があり、実施できませんでした。
　②リスクマネジメントの強化について
　　　重大事故が年間で２件起こりましたが、初期対応と改善策を早期に検証・実施し、併せて情報収集・分析・発信・共有を迅速に行いマネジメント力の強化を図りました。
（５）居宅介護支援事業
①個人目標の実現に向けた取り組みについて

各職員で設定した個人目標実現に向けて各種の研修等に参加し、介護支援専門員としてのスキルアップに努めました。また、ＰＤＣＡサイクルに基づいたマネジメント業務においては、プロセスの認識力不足という新たな課題が見つかり来年度に取り組んでいきます。

②各種団体との連携について

マネジメントやケース相談等によって地域包括支援センターや医院等へ足を運び、関係性の構築はある程度図ることが出来ました。しかしながら、関係性の薄い医院等も残されているため、関係機関の拡大や関係性強化に向けての働きかけが今後の課題となりました。

（６）地域包括支援センター

①個別事例を積み上げた地域ケア会議の開催について
　　　個別レベルでの地域ケア会議を実施し、個別課題から地域課題を抽出し、課題解決のためのネットワーク形成や必要な社会資源の開発を行い、地域住民と共に高齢者の居場所づくりに取り組み、圏域レベルの地域ケア会議システムを構築出来るよう取り組みました。
　②地域支援事業を担う社会資源の開発について
　　　特養本体等と連携を図り、光明荘が主催する「３丁目のカフェ（認知症カフェ）」において、様々な相談ごとに対応し地域における社会資源の一つとして確立できました。また、和泉市主催のオレンジカフェにも積極的に関わることで地域住民との関係構築を行いました。個別の相談ケースから課題を抽出し、地域課題へと展開し、虚弱高齢者を対象にした「寺田町てくてくの会」を立ち上げ、包括職員、社協、市役所、作業療法士などの専門職が介入し、様々な社会資源を開発しました。

（７）いきいきネット相談支援センター（CSW）
①生活困窮者に対する支援の実施について
　　　生活困窮者自立支援法に関する研修会に参加し、情報収集と自己研鑽に努めながら、行政機関との意見交換などを定期的に行いました。また、CSW現任者部会において、各関係機関へのプレゼンテーションを実施し、いきいきネット相談支援センターの役割と、生活困窮者自立支援法施行後の基本的な流れを広報しました。
